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概要
ソーシャルメディアのなかで局所的に発生するエ
コーチェンバーの要因を模倣の観点から検討する．模
倣は言語獲得に重要な役割を果たし，閉じた集団内
でのコミュニケーション体系の形成と関連する．ここ
から，大規模ネットワーク内のミクロな模倣関係が，
ローカルなエコーチェンバーを形成するという仮説を
考えることができる．本稿はこの仮説を検討するモデ
ルとして，単純な事例ベース学習の変形によって，2

者間のコミュニケーションを類似させる模倣の仕組み
を示す．
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1. 背景
近年では SNS (Social Networking Service)上におけ
るフェイクニュースの拡散や意見の分極化などが問
題視されている．これらは人々の実世界とオンライン
から得られる情報にギャップを生じさせ，情報に対す
る信頼の低下につながる．その大きな要因の一つとし
て，集団内で既存の意見を強化し，意見の偏りを生じ
させる現象であるエコーチェンバーが挙げられる．特
に，地域と接続する小規模の SNSでは小さな閉じた社
会での意見の偏りが生じるローカルエコーチェンバー
(森田, 2023) が想定される．そのかじ取り（ステアリ
ング）を実現するため，ローカルエコーチェンバーの
発生過程と認知的要因の同定が求められる．
人々が集団内での意見の同調や情報の拡散を促進
させる要因のひとつとして模倣が挙げられる．本研
究では，意図を伴う言語獲得で重要な役割反転模倣
(Tomasello, 1999)に着目する．そのため，複数のエー
ジェントによる話者交代（ターンテイキング）を含む
協調課題を用いてシミュレーションを行い，コミュニ
ケーションシステムの形成によるローカルエコーチェ
ンバーの形成を模倣の観点から分析する．これによ
り，将来的な情報環境のステアリングに向けた理論的
基盤の構築を目指す．

2. 関連研究
ターンテイキングを含む協調課題の研究として，森
田ら（2018）は人間の認知プロセスをモジュール化し，
統一的なシミュレーションを可能にする認知アーキテ
クチャ ACT-R（Anderson, 2007）を用いたシミュレー
ションを行った．抽象図形を介した待ち合わせ課題を
設定し，実験室実験と比較することで模倣と暗黙的な
記憶（非明示的要素）がコミュニケーションシステム
の形成に果たす役割を示した．この先行研究では明示
的プロセス (Explicit)と非明示的プロセス (Implicit)の
条件を比較した．明示的プロセスでは，現在知覚して
いる状況と完全に一致する事例を検索した．非明示的
プロセスでは，現在の状況とは完全に一致しない暗黙
的な事例検索も行なった．また，井上と森田（2021）
は，先述の協調課題にジレンマ要素を加えた，メッ
セージ付きジレンマゲームを用いてコミュニケーショ
ンシステムの形成を検討した．
佐々木と森田（2024）は，協調課題環境のメッセー
ジと移動空間をオンラインと実世界に捉えローカルエ
コーチェンバーの性質を分析するための基盤を提案
した．過去の経験に基づいて意思決定を行う事例ベー
ス学習理論（IBLT: Instance-Based Learning Theory,

Gonzalez et al. 2003）を組み込んだ PyIBL モデルを
用いて，協調課題を通じたエージェント間の局所化傾
向を分析し，エージェント間で意見が収束・偏在化す
ることを示唆した．PyIBLは ACT-Rから派生しつつ
IBLT に基づいたフレームワークであり，抽象的な構
造により集団のシミュレーションを可能にする．
さらに，近年のニューラルネットワークベースの
エージェントを用いた，集団による言語学習のシミュ
レーション (Lian et al. 2024)では，集団規模の増加に
伴い，言語体系の冗長性が減少することが確認されて
いる．これらの先行研究は，集団での協調タスクにお
ける，エージェント間のコミュニケーションシステム
の形成とクラスタ形成に対する事例ベース学習と模倣
の重要性を示し，本研究の意義を支持する．
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図 1: エージェントが成功事例を記憶するプロセス

3. モデル
本研究では，既存の PyIBLモデル（佐々木＆森田，

2024）に模倣戦略を導入し，森田ら (2018) と同様に
「事例ベースモデル」と「模倣モデル」の 2種類を構築
した．エージェントは自己と他者の位置座標，送受信
したメッセージ，役割（先手後手）の属性を含む事例
を想起して意思決定を行う．事例ベースモデルでは，
エージェントは成功事例を記憶し，蓄えてきた事例を
もとに次の意思決定を行う（図 1）．模倣モデルにおい
て，エージェントは成功事例の記憶に加え，さらに自
己と他者の役割を反転させた模倣事例を同時に記憶す
る（図 1 右）．そのため，模倣モデルでは通常の成功
事例と模倣事例をまとめて想起する形で意思決定を行
う点が特徴である．
これまで，2者間での協調課題において事例ベース
モデルと模倣モデルを比較する実験を実施した．図 2

は，図 1の仕組みに基づく事例ベースモデルと模倣モ
デルの結果を，先行研究のモデル (森田ら 2018) と対
比することで示している．図 2（上）に示されるよう
に，提案したモデルは先行研究 (ACT-R) の非明示的
なプロセスと類似した成功率の推移を示している．ま
た，図 2（下）より，提案した模倣モデルは，先行研究
には及ばないものの，事例ベースモデルに比べ，ペア
内でのメッセージの類似を高めることが示している．
4. 今後
今後の研究計画として，ACT-R に比べて軽量であ
り，集団のシミュレーションに有効である PyIBLを用
いて複数体のエージェントによるシミュレーションを
実施する．これによりターンテイキングを含む協調課

図 2: 上：エージェントが同じ部屋への移動に成功し
た確率，下：メッセージ履歴の類似度（round数：250，
run数：100，窓幅：20 rounds）

題における模倣行動がローカルエコーチェンバーの形
成に及ぼす影響を，集団規模で比較する．また，個々
のエージェントが想起した事例とコミュニケーション
システムの形成過程を関連づけて分析することで，言
語獲得の観点からローカルエコーチェンバーの形成を
説明可能にする要因を同定することが期待される.
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